
各種ルールの改正点・修正点について

2()23年度の各種ルールブック0編集にあたり、主な改正点・修正点について報告致します.

6入制改正点・修 IE点

本競技規則は, 2021年 10月 |こ FiVBよ り「ルーんブック2021-2024」 としてホームベージ
で公表されたものであり, 2023年度はルールの改正はない。
本年度のルールブックも l~英文併記 |と し,『ケーースブック』|こついてもケース番号に『 ビデオ」と

記載した項目につしヽてはインターネットLにサイ トを作成し, ソし―ルブック巻末|こ そのサイ トの

URLと (lRコー ドを掲載しFRIrBの CASEB00Kの 動画ビデオを見ることができるようにした.
以 |・が本年度の主な修正点である.

◎ 修正点
1.本文中ならび 1■ スコアシーートの「公式記録用紙」を「スコアシー ト」 |こ表記変更 した.
2.捜則をより読み易くするため,単語訳や表記を見直し,字句を修正 したぅ
3.ケースブックをより読み易く理解 しやすいように表 I;撃 を 一部修正した。また,ケースプックで

使用されている1:語についての説明も連力||ヒ た.=

9人制改正点・修正点
今年度についても、 これまでのラリーの経続を踏襲し,ブ レーをする1則 も,観ろ側も理解しやすい
よう競技規則の改正を行うこととした。 またその他, 日頃から公益財団法人日本バレー̂ボール協会
|ド A)|こ寄せられた 1,人制競技焼 ,111:こ でする意見等 1)参 視こ, 条てグ)表現を11男 |こ してより分かり

やすい競技規則になるよう心掛けて編集 |こ あたった_

今年度の 9人制競技規則の主な改・修正点は以下のとおりである。

● 改 11~点

1.第 1条 競技場

第 7項 明るさ

競技場の明るさは,コー トの表面から lmの高さで 製盤ル_ク ス以 Lが必要である。
‐ルクスを変更したc

2.第 5条 競技参加者の権利と義務
第 3項  キャプテン

3(3)ユ ニフォーームの交換を要求する。
(1)床面,ネ ット,ボーールなどを確認する。
‐要求できるI:貞 目を追加 した。

第 5項 競技参加者の服装
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6 試合中にュニフォームを交換する場合,新 しいュニフォームは色,デザイン,番号が同じ

でなければならない。

吟交換するュニフォームを追加した。

3.第26条 試合の遅延
第2項 試合の遅延に対する処置
2 遅延警告の罰則が適用された場合は,1司 じ中断中に中断の要求をすることはできなtヽ c
野いかなる遅延警告の場合でも要求することはできない対象とした。

● 修正点
1.第 1条  競技場

第1項 競技場
2 競技場の表面は平坦かつ水平で,均一でなければならない。選手に負傷の危険が及ばな

いものでなければならず,盤ェ望:垂:五生ヒ」■1童至:上重:」[■」望:重:菫■:ニヒ=立
登二止11竪塾Lさ_1■

る。

0文言を変更 した。

2.第3条 ボール

第2項 均一性
一つの試合に使用するボールはJVAが公認 したもので円周,重量,内気圧,タ イア ,

色など同じ規格のものとする。

峰文言を変更 した。

3.第4条  チーム

第1項 チームの構成

1 チーームは有効に登録された15人 までの選手およびチ 一ヽム役員で構成する。

2 いかなるときも1チーム9人でブレーしなければならないc

4 チーム役員は監督,コーチ,マネージャー各1人 とする。
⇒チーム構成の表現を変更 した。

4、 第7条 試合の開始とサービス権の移行

第1項 試合の開始と進行

3 ラリーとはサービスが打たれた時点から,ボールがアウトオブブレーとなるまでの一連

のブレーの動作である。ラリーの完 了とは,一連のプレーの動作の結果で1点が与えられた

ときであり,反則の罰則が適用された場合も含まれる。

時ラリーの定義を新たに記載.

5.第 12条  タイムアウ |ヽ

1 タイムアウトはラリー終了後,次のサービス許可の吹笛までに監督が,監督がいない場

合はゲームキャプテンが主審または副審にハン ドシグナルを示して要求しなければならな

い。

彎監督がいない場合を追加した。
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6.第16条 セットおよび試合の勝者
第1項 セットの勝者
先に21点 を得たチームをそのセットの勝者とする。ただし,両チームの得点が20対20に

なったときは,2点菫を2」ナ左チームをそのセットの勝者とする。
籍文書を変更した。

7.第 19条 ボールイン・アウト
2(1)床面に接触したボールのすべての部分が完全にコー ト外であるとき。

"ボールアウトの項濤を追カロした。

8.第 21条  ネット付近のプレー
第3項 タッチネット
1 インブレー中,選手がボールをブレーする動作中に両アンテナ間のネットおよびアンテ
ナに触れたときはタッチネットの反則とする「・

ボールをブレーする動作の中には,(主に)踏A切 りからヒット (ま たはアレーーの試み)

と安定した着地,新たな動作への準備が含まれる。

2 オロ手チームのアレーを妨害しない限り選手は支住, ロープ,またはアンテナ外 IR111二 ある
ネットや他の物体に触れてもよい。 (第20条第5項を除く)

3 ボールがネットにかか 1,そ の反動でネットが選手|こ触れても反員||ではないこ
時文書を変更した。

第5項 インターフェア
(1)選 手がネットの下から相手コー トに侵入し,相 手チームのブレーを妨害したとき,

(2)相 手空間にあるボールにネットの反対側から触れてブレーを妨害したとき.

(3)ロ ープに触れま,F]手十一ムの選手的プレーを妨害したときて,

"文言を変更した:,

9.第27条 不法な行為
第2項 罰則を適用する不法な行為の種類と内容
競技参加者は不法な行為をしてはならない。試合中の審判役員,他の競技参加者および

観客に対する不法な行為はその程度により3種類に分 |サ られるc

(1)無作法な行為

口論や名誉を傷つける言動など礼儀作法や道徳に反した行為,また侮蔑的態度や判定を

不満とする反抗的態度をしたときは反則とする。

(2)侮辱的な行為

中傷的あるいは侮辱的な言葉を発したり,ジェスチャーをしたときは退場とする[,

(3)暴力的な行為

身体への攻撃を行ったり,手出ししたり,仕掛けたりしたときは失格とする。
‐不法な行為の種類と|メ ]ヽ容を罰則の段階と分けて記載したt、

第3項 罰則の段階
主審の判断で不法な行為の程度により以下の罰則を適用する。罰則の適用は公式記録用

紙に記録し,その試合中有効とする。
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(1)反則

競技参加者による試合での最初の無作法な行為に対しては,主審がその競技参加者に対

しレッドカー ドを示す。この場合,相手チームに1点 とサービス権を与える。

(2)退場

競技参加者 lこ よる試合での最初の侮辱的な行為に対しては,主審がその競技参加者に対

しイエローカー ド・レンドカ~｀ ドを一緒に示すぃこの場合,その競技参加者はそのセット

の残りの間,競技場,チームベンチ,ウ ォームアップェリアから退去しなければならない。

同じ試合中で同じ競技参加者が2度 目の無作法な行為をした場合は退場とする。

(3)失格

競技参加者による試合での暴力的な行為はそれが1回 目であっても夫格となる。主審が

その競技参加者に対し,イ エローカー ド・レッドカードを別々に示す。この場合,その競

技参加者はその試合の残りの間,競技場,チームベンチ,ウ 十一ムアップエリアから退去

しなければならない。

同じ試合中で同じ競技参加者が2度 目の侮辱的な行為をした場合は失格とするc.

同じ試合中で同じ競技参加者が3度 目の無作法な行為をした場合は失格とする。

⇒不法な行為の種類と内容を罰則の段階と分けて記載したG

10.第 30条 副審
第2項 責務
2 試合中
(9次の反則があつたときは,吹笛し,続いて公式ハンドシグナルを用いてその種類を示す。
ただし,主審の吹笛に続いて他の反則の吹笛はしない。

C 」二生至主審の後左と通過_L_た止豊ュムだL二__笙 21条 21こ該当する場合は除く。
吟 ⑤を肖1除した。

11.付録(4)ケースブック

3-6-1 鱒 ルールの内容変更
3-6-3 藝 ルールの内容変更

3.ビーチバ レー改正点 `修正点
本競技規則は,2021年 10月 にFIVBよ り「ルールブック 2021-2024」 としてホームベージで

公表された競技規則の日本語版である。

条文についてはできるだけ平易にして,よ り多くの方々に理解していただけるよう心掛けた。また,

FIVBでは「レフェリーガイ ドライン・インストラクション,ケースブック」を発行し,試合時におけ

るルールの取り扱いを説明している。

2023年 度はルールの改正はない。また,本年度のルールブックも「英文併記」とした。
本年度のルールブックも6人制同様 「英文併記」とした。

以下が本年度の主な修正点である。

● 修正点
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1.本文中ならびにスコアシー 1可)i公式記録用紙」を 「スコアシー ト:|こ表記変更した、、

2.本文中ならびにスコアシー トの 「正式な警告」を
―
警告」に修正したこ

3.規則24チャレンジレフェリーの責務を追記した。
4.規則27ア シスタントスコアラーの責務を運記 した。
5.付録(1)*付 則1監督に関する規定5(6)の表記を一部修正した,
6.付録 (3)ス コアシー ト記入法に,監督ならびにチャレ_ン ジレフェリーが署名する際の事項を追

記した。

7.ス コアシー トに監督の警告・罰則欄を追記した。

8.規則・ケースブックをより読み易く理解 し易くするため,単語訳や表記を見直 し,字句を修正

した.

4.ソ フ トバ レー改正点 。修正点
競技規則制定から36年を迎え,競技規則は, 6・ 9人制バレーボールの長所を生かしながらソ

フト′ヾレーボールの本質である「いつでも, どこでも,誰で1),いつまでも」に治い,適 合した

1/)と なるよう心掛け編集を行った´十一ビスゾーンおよびショーートサービスゾーンの表現をよ

り明確|こ し, ダブルファウルの定義を明文化した。

以 Fが本年度の主な修正点である.,

● 修正点

.条文の修」L

l.1 競技場

1.1.3 競技場は,二塁かつ水平であり,荒れていたり滑りやすい表面であってはならないら

→競技場フロアについての表記を修正したょ

1.2 コ‐―ト

1.2.3→ これ
~ま
での■2.3を 削除 l.)1.2.4の条文を繰 り liげた。

1.3 サ‐―ビスブーン

1■ 1サービスゾーンは,それぞれのエンドライン量違整五五雌:主二,上1:Elp皿⊇2k■≧二上二2二
サ イ ドラインの延長上エン ドラインの 機 方に . 15cm σ卜姜さで→|(2本 F)短 しヽ ラ

I

インにより両端を区画する.じ 両方の短 t ラ`インはサー ビスゾーンに含まれる。

スゾー フ ― ン

→サービスゾーンの表記を修正した。

1.3.2 シ ス ― ン セ ン ンの 1 カ ― ビ

スライン後方のコー ト由とサービスゾーンによつて区画される
`)

→ン ヨ~ト サ~ビスゾ~ンの表記 を明確にした。

3 ボール

ボールは,ゴム製で,重こ塑豊主22‐ΩgL円周7■■1位鯉の公益財|ヨ法人日本バレーボール協会
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検定のソフトパレーボー′レを使用する。なお,色については規定しない。
‐⇒ボールの重さと円周の表記を修正 した。

※小学生競技規則1.3 第1表の円周の表記も修正した。

11.2.2 交代選手は,1セ ットに一度だけ同年齢区分の同性のスターティングメンバーと交代

して競技に参加できるが,コ ー トを離れる選手と同じ選手としか交代できない.

⇒競技から退く場合の表記を修正した,

11.2.3 選手交代は,複数の選手を同時に交代させることもできる。

→人数の表記を修正した。

12 コー トの交替 (コ ー トチェンジ)
12.2 第2セ ットの終了後,1対 1と なった場合は, 上テ=豊上三を行 二ヽ重⊇結

果によリコー

卜を決める,

―〉キャブテン トスの結果ぼ)表記を修正 した。

15 得点の方法
― ビス の

って1点を得ヶ:また, もし相手がサービスチームであれば、サービス権も得る
`,

1ュ.2_ダ∠ュ_フェ_塑:レのとき_1ま ==堡基土立三ビる韮は変b_る _こ となく_∠レーのやり直Lとな

イ」)_

⇒ダブル
~'ァ
ウルの′::義を明文化 し,´演1日 を二つに分 1寸 たら

16 セ ァヽト (試合)の没1■

16´2回 復 L盤登場合_そ⊇チ
=■
1週

`菫
≧≧≧生ュニ_生■塗:二」菫堕L堕,次のセットの開始時 |こ

回復していない場合には,その試合は没収されるr

16.3 1ヽ |」手チームに対しては,そのセットまたはそJ)試合の勝者 :こなるため|こ必要な点数が

与えられ,不宝圭となったチ一ヽムのそれまで|こ得た得点は生かされる。
二→失格〆)表記を下完全 |二 fl:5正 した、

16.4 年齢区分別や性別によってチームを構成しているので,病気や負́傷などの理由でやな

を得ない場合,11..2_堅2条豊に基づき_高年齢区分 F〉選手が低年齢区分の同性の者とこ)交

代を認める。

→適用条項を加えたこ

17.3 十一ビス||'

サービス1:羅 を得

― ム

17.3.2 ム

てローテーション■_バ ックライい 選手が十一ビスを行う.‐ ,

⇒17.3.1に合わせた表記 |こ修正したリ

18 ボールヘの接触

182 Eュ ::′立∠盪童」独曇 選手は連続して2回ボーユ|こ接触することはできない、

18.3 プロックの ItIr \ t チームの第1回 日打球こ,と き, ボール′が身体の2ヵ 所以 |■ :こ連

続 して当たってもよい=ただし,その接触は, 
‐つの動作中のものに限られる .

⇒ブロッタの接触を除 く表記を追加した。

23 罰則につながる不法な行為

′1) ― ム ― ビス レシー
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23.5 攻撃艶な行為 1実際の身体的攻撃,または攻撃的,威嚇的な行為
`

→暴力的な行為の表記を攻撃的な行為に修正したこ

※第1表 不法な行為に対する罰則段階表の暴力的な行為の表記も修正した。

31 主審と副審の公式ハンドシグナル (第 10図 )
⑤ダブルファウル (ノ ーカウント)の規貝1 11.5,亜盛,18.7,22.14,26.2.2.2(d)
27.2.2.6

→ダブルファウルの定義に関する条項を追加 した。

31.3 副審が吹笛 した場合のメヽン ドシグナル

31.3.3 ビ ス ― ビ

審は、次にサービスを行うチーム を示すバ

⇒カッコ書きの表記を本文に組み入れたっ

壼。その他

規則・ケースブックをより読み易く理解 しやすいよう|こ表記を見直し,字句を修正 したQ
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